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図1 建築の実測に関するレクチャー

本ワークショップはエチオピア・アディス・アベバの建築遺産を対象にフィールドワークを中心とした活動を行う。アディス・アベバはアフリカ諸国の中でも都市の発
展が著しく、近年市内では大規模開発や超高層ビルの建設プロジェクトが多数進行する。一方でこれまで時間をかけてつくられてきた建築やコミュニティが一掃さ
れる危機に直面しており、建築遺産の記録調査や保存対策が急務である。ワークショップではアディス・アベバ大学の教員及び学生と共に建築の実測調査や住
民へのインタビューを行いながら歴史的街区の実態を探る。

図2 実測演習 図3 実測演習 図4 MinT訪問

2025年10月26日
～2025年11月02日

エチオピア アディスアベバ大学

・建築学科
・学部1年生、学部2年生、学
部3年生、学部4年生、修士1
年生、修士2年生、博士1年
生、博士2年生、博士3年生

（芝浦工業大学）
学生9名、 学生バイト1名、
教員3名
（アディスアベバ大学）
学生8名、 教員1名

 2025年度グローバルPBL（派遣）実施報告 

アディス・アベバ・ヘリテージ・ワークショップ

実施期間 実施国 共同実施機関 対象 参加者 本学担当教員

画像などコンテンツの無断転載を禁じます。


